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ⅠⅠⅠⅠ．．．．問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

「意欲」とは，心理学における動機づけに相当すると考えられ，主に教育あるいは学習

の場面において多くの研究が行われている。本研究では，意欲を「今よりも上手になるた

めに努力や練習を続けようとする気持ち」と定義し，子どもたちの意欲を高めるような指

導者の在り方について検討を行った。そして，小学生の課外スポーツ場面において調査を

行い，子どもの意欲を向上させている指導者にはどのような共通点が存在するのかを明ら

かにすることを目的とした。検討にあたっては，指導を受けている子どもにも調査を行う

ことで，指導者と子どもの両面から指導者の在り方の検討を試みた。 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．方法方法方法方法    

研究研究研究研究 1111 子どもたちの意欲が向上する指導者の在り方を測定・分類するための指導者タ

イプ尺度を作成した。過去の研究と筆者自身の経験から質問項目を用意し，仲間評定を行

った。信頼性検証は，研究 2のデータを利用して行った。 

研究研究研究研究 2222 A市のドッジボールチーム（38チーム）に所属する小学 4年生～6年生男女 444

名とその指導者 38 名（監督またはコーチ各チーム 1 名）に対して 2 回の質問紙調査法を

実施した。第 1回目は，4月に子どもに対して，第 2回目は，10月に子どもと指導者に対

して行った。子ども用質問紙は，西田（1989）によって作成された「体育における学習意

欲検査（AMPET）」と森下（1981）が作成した「子どもに対する親の親和性尺度」を，そ

れぞれ本研究用に修正した「子ども意欲尺度」および「指導者－子ども関係尺度」と，自

由回答（第 2 回目調査のみ），フェイスシートで構成された。指導者用質問紙は，研究 1

で作成した「指導者タイプ尺度」と自由回答，フェイスシートで構成された。 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

研究研究研究研究 1111    筆者が用意した質問項目に対して，仲間評定を行った結果，8 つの下位概念，

計 69 個の質問項目が抽出された。その後，研究 2 のデータを利用して主成分分析を行っ

た結果，「ポリシー」（8項目），「社会的規範」（5項目），「積極的態度・姿勢」（13項目），

「主体性の促進」（4項目），「フィードバック」（5項目），「子ども理解」（11項目），「ふれ

合い」（4 項目），「チーム運営」（4 項目）が抽出された。α係数は.618～.899 となり，内

的整合性が概ね示された。 

研究研究研究研究 2222    2回の調査で分析対象となったチームは 23チームであった。指導者は 23名（男

性 22名，女性 1名，年齢 38～62歳），子どもは 1回目調査 136名，2回目調査 133名で

あった。 

指導者の在り方と子どもの意欲の関係および指導者と子どもの関係性を検討したところ， 

A 市のドッジボールでは，指導者自身の指導の在り方に対する自己評価と，子どもたちが

抱いている指導者への好意が一致しているとの結果が得られた。しかし，指導者と子ども

の良好な関係が子どもの意欲向上にはつながっていない，との結果となった。 

また，2 回の調査結果の変化が特徴的なチームを取り上げて，その共通点を探った。そ

の結果，数少ない事例ではあるが，指導者タイプ尺度で取り上げている全ての側面におい

て高得点を示している指導者の下では，子どもの意欲が低下し，ある面では得点が高く，

ある面では得点が低い，といった指導者の下で子どもの意欲が向上していた。この点につ

いては，数少ない事例に基づいて可能性を示したにすぎないが，今後，より詳細に検討す

る価値があると考えられる。 
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